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重
な
り
合
う
午
後
四
時
か
ら
六
時
ご
ろ
の
時
間
帯
で
す
。
多
い
と
き
は
、
自
転
車
が
約
一

千
六
百
台
、
バ
イ
ク
が
三
百
台
も
集
ま
り
ま
す
。
特
に
紅
谷
パ

1
ル
ロ
1
ド
は
、
高
校
生

と
買
い
物
客
の
自
転
車
が
あ
ふ
れ
、
歩
行
者
天
国
も
名
ば
か
り
の
状
態
で
す
。
歩
道
を
ふ

さ
ぎ
、
ひ
ど
い
と
き
は
、
障
害
者
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
も
ふ
さ
い
で
し
ま
い
ま
す
。
で
は、

と
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車
す
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
収

容
能
力
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
パ
ス
等
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

放
置
は
と
て
も
危
険

駅
周
辺
に
は
、
毎
臼
、
通
勤

通
学
あ
る
い
は
買
い
物
な
ど
の

足
と
し
て
、
朝
か
ら
約
一
万
台

を
越
す
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
自

転
車
や
バ
イ
ク
が
、
道
路
上
や

歩
道
へ
放
置
さ
れ
る
と
、
災
害

時
や
非
常
時
の
緊
急
活
動
に
支

障
を
き
た
す
ば
か
り
で
な
く
、

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
を
妨
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

四
月
は
入
学
や
就
職
等
で
自
転

車
を
利
用
さ
れ
る
方
が
多
く
な

り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
地
震
等
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い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
を
放
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
決

約

万
台
の
駐
車
場

現
在
、
駅
周
辺
に
あ
る
自
転

車
等
駐
車
場
は
、
南
口

・
北
口

合
わ
せ
て
二
十
か
所
あ
り
、
一

万
四
百
七
十
四
台
の
自
転
車
や

バ
イ
ク
が
収
容
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

駅
北
口
周
辺
に
は
、
屋
根
付
き

の
有
料
施
設
が
七
か
所
(
民
間

施
設
一
か
所
)
あ
り
、
自
転
車

が
二
千
六
百
九
十
七
台
、
バ
イ

ク
が
百
九
十
八
台
収
容
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
無
料

施
設
は
四
か
所
で
、
自
転
車
と

バ
イ
ク
の
混
在
駐
車
で
五
千
台

収
容
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
比
較
的
す
い
て
い

る
の
が
、
立
体
式
の
錦
町
自
転

車
等
駐
車
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

駅
南
口
周
辺
は
、
す
べ
て
屋

根
付
き
の
有
料
施
設
で
八
か
所

あ
り
、
二
千
九
十
二
台
の
自
転

車
と
三
百
四
十
九
台
の
バ
イ
ク

が
収
容
で
き
ま
す
。

撤
去
し
て
保
管
場
所
ヘ

駅
周
辺
は
、
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
放
置

さ
れ
る
自
転
車
は
、
毎
日
撤
去

し
て
い
ま
す
。
朝
八
時
に
な
る

と
、
十
七
人
の
自
転
車
監
理
品

が

「こ
こ
は
放
置
禁
止
区
域
。

至
急
移
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
た
警
告
札
を
取
り
付

け
ま
す
。
そ
し
て
、
午
後
一
時

に
な
る
と
、
放
置
自
転
車
を
保

管
場
所
(
平
塚
市
縄
)
へ
撤
去

し
ま
す
。

平
成
五
年
度
に
撤
去
し
た
放

置
自
転
車
の
数
は
、
六
千
五
百

三
台
で
、
一
日
当
た
り
十
七
・

九
台
撤
去
し
ま
し
た
。
持
ち
主

に
引
き
取
ら
れ
た
も
の
は
四
千

百
二
十
一
台
で
、
返
還
率
は
六

一ニ

・
四
%
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の

は、

一
千
百
五
十
六
台
で
、
リ

ザ
イ
ク
ル
率
は

一
七
・
八
%
で

す
。
月
に
平
均
九
十
六
台
の
リ

ザ
イ
ク
ル
を
し
て
い
ま
す
。
鉄

く
ず
等
に
廃
挺
し
た
も
の
は

一

千
百
二
十
六
台
で
す
。

必
ず
防
犯
登

録
を
し
て
/

撤
去
し
た
自
転
車
は
、

二
か

月
保
管
し
て
処
分
し
ま
す
。
そ

の
聞
に
、
持
ち
主
に
連
絡
し
て

引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
防
犯
登
録
が
し
て
あ

る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。
昨

年
九
月
に
実
施
し
た
調
査
結
果

を
見
る
と
、
撤
去
台
数
一
千
九

十
七
台
の
う
ち
、
防
犯
登
録
が

し
で
あ
る
自
転
車
が
三
百
九
十

一
台
で
、

三
五

・
六
%
と
と
て

も
低
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
登
録
し
て
あ
る

自
転
車
は
、
す
ぐ
持
ち
主
が
わ

か
り
ま
す
の
で
、
引
き
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

次
の
方
法
は
、
自
転
車
販
売

庖
の
シ
ー
ル
で
す
。
シ
ー
ル
の

販
売
庖
に
連
絡
し
、
車
体
番
号

か
ら
持
ち
主
を
探
し
出
し
ま

す
。
次
が
学
校
の
通
学
登
録
証

で
す
。
学
校
へ
連
絡
し
、
持
ち

主
へ
返
し
ま
す
。
ま
た
、
氏
名

や
住
所
が
杓
い
で
あ
れ
ば
、
手

紙
か
泊
話
で
連
絡
し
、
引
き
取

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
で
困
る
の
は
、

せ
っ
か
く
持
ち
主
を
探
し
て
も

二
度
、

一ニ
度
と
放
置
す
る
人
が

い
る
こ
と
で
す
。
平
成
六
年
四

月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
放
置
回

数
を
凡
て
も
、
六
千
五
百
四
十

六
人
の
う
ち

一
回
国
が
五
千
八

百
六
十
五
人
、

ニ
回
目
が
五
百

七
十
八
人
、

三
回
目
以
上
の
人

が
百
三
人
と
、
常
習
の
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

駅
周
辺
は
す
べ
て
自
転
車
の

放
白
禁
止
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
決
め
ら
れ
た
駐
車
場
に
必

ず
止
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

-
交
通
安
全
課
(
内
線
二
五
五
)
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市民草ルポ““ 年
を
守
る
会
が
、
今
年
三

十
周
年
を
迎
え
、

三
月
五

日
(
日
)
に
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
代
表
の
方
に

発
足
当
時
の
様
子
や
、
現

在
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

発
足
当
時
は
、
有
志
に

よ
る
啓
袈
活
動
が
主
体
で

し
た
が
、
港
地
区
に
続
き
、

他
地
区
で
も
ん
寸
る
会
が
発

足
し
、
そ
の
活
動
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
、
市
か
ら

の
予
算
が
計
上
さ
れ
る
都

に
な
り
、
事
業
活
動
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ

の
主
な
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
「
年
始
め
郷
土

い
ろ
は
カ
ル
タ
大
会
」
が

.
'
あ
り
ま
す
。

1.
 

⑪
い
せ
い
い
い
せ
り
の

と
び
交
う
魚
市
場

か
ら
始
ま
る
こ
の
カ
ル
タ

は
、
地
域
住
民
か
ら
読
み

札
の
文
句
が
選
ば
れ
、
港

小
学
校
の
子
供
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
、
取
り
札
の
絵

が
描
か
れ
た
手
づ
く
り
カ

ル
タ
で
す
。

子
供
た
ち
が
、
郷
土
に

つ
い
て
関
心
を
深
め
、
愛

着
を
抱
き
、

こ
の
土
地
へ

し
っ
か
り
足
を
着
け
、
健

や
か
に
成
長
し
て
欲
し
い

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

守
る
会
の
会
員
は
、
地

域
の
小
・中
・高
校
の
先
生

や
P
T
A
、
各
種
団
体
の

代
表
の
方
々
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
合
同
委
員

会
に
よ
る
情
報
交
換
後

は
、
速
や
か
に
子
供
た
ち

へ
の
直
接
の
働
き
か
け

や
、
良
い
環
境
づ
く
り
へ

の
行
動
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。節

目
、
節
目
に
発
行
し

て
い
る
記
念
誌
ρ

燈
台
。

の
一
節
に
次
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
「
須
賀
の
灯
台

の
よ
う
に
守
る
会
も
、

地

区
の
青
少
年
の
温
か
い
光

で
あ
り
つ
づ
甘
た
い
」
と
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
発

印
刷
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

d・ 何'-.，T j 
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(2) 

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
交
通
災
告
共
済
制

度
を
設
目
見
舞
い
金
を
支
給
し

て
い
る
。

加
入
方
法
は
、
昨
年
か
ら
個

人
申
し
込
み
だ
け
と
な
っ
て
お

り
、
自
治
会
を
通
し
て
の
団
体

申
し
込
み
制
度
は
、
す
で
に
廃

止
さ
れ
て
い
る
の
で
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
。

加
入
申
込
書
は
四
月
に
各
家

庭
に
郵
送
す
る
の
で
、
掛
金
を

添
え
て
、
市
内
の
金
融
機
関
(
郵

便
局
を
除
く
)
か
、
市
役
所
会

平成フ年3月 15日広報ひらつか

四
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で

の
一
週
間
、
「
新
入
学
(
闘
)
児

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
迎
勘
」

が
行
わ
れ
る
。

新
入
学
(
闘
)
児
が
い
る
家

庭
で
は
何
か
と
準
備
に
忙
し
い

時
期
だ
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
交
通
安
全
の
教
育
。
子

供
の
交
通
事
故
は
、
そ
の
大
半

が
道
路
へ
の
飛
び
出
し
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
保
説
者
の
方

は
、
入
学
前
に
子
供
と
一
緒
に

通
学
路
や
近
所
を
歩
い
て
、
何

が
危
険
で
、
ど
う
す
れ
ば
危
な

-
父
適
共
済
に
加
λ
を

申
込
書
は
四
月
に
家
庭
郵
送

第 54ア号

計
課
窓
口
で
お
申
し
込
み
を
。

な
お
、
加
入
申
し
込
み
は
四

月
三
日
か
ら
受
け
付
け
る
。
た

だ
し
、
共
済
期
間
が
五
月
一
臼

か
ら
始
ま
る
た
め
、
四
月
中
は

予
約
期
間
と
な
る
。

マ
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住

民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

し
て
い
る
方

マ
共
済

期

間

平

成
7
年
5
月

1
日
3
平
成
8
年
4
月
初
日
、

中
途
加
入
は
加
入
日
翌
日
か
ら

期
間
満
了
ま
で

マ

共

済

掛

金

大

人

五

百

円
、
老
人
(
叩
歳
以
上
)
・
身
体

障
害
者

-m神
薄
弱
有

三
宵

く
な
い
か
を
、
具
体
的
に
教
え

て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
必
を
迎
転
す
る
方

は
、
現
辺
り
や
公
凪
、
子
供
の

遊
び
場
の
近
く
な
ど
で
は
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
て
慎
重
に
運
転

す
る
よ
う
心
掛
け
を
。

な
お
、
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
小
学
校
の
新
入
学
児
民

会
員
、
約
二
千
五
百
人
に
交
通

事
故
防
止
の
た
め
黄
色
い
帽
子

と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
パ
l

(傷
省

保
険
付
き
)
を
お
配
り
す
る

0

.
交
通
安
全
課
(
内
線
二
五
五
)

自
転
車

・
二
輪

車
事
故
、か
急
増

自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
、
特

に
原
付
自
転
車
の
事
故
が
後
を

絶
た
な
い
。
特
に
多
い
の
が
、

円
、
中
学
生
以
下

二
百
円

マ
見
舞
い
金
死
亡
(
宵
万
円
)

か
ら
1
週
間
以
上
1
か
月
未
満

の
障
害
二
万
五
千
円
)
ま
で

の
6
段
階

各
地
区
で
受
付

加
入
の
申
し
込
み
を
次
の
会

場
で
も
受
け
付
け
る
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
と
加
入
を
。

マ
日
時

・
会
場

・
4
月
日
日

(
火
)
神
田

・

城
島
公
民
館

-
4
月
ロ
日

(
水
)
笠
田

・

金
田
公
民
館

-
4
月
日
日

(
木
)
土
屋

・

吉
沢
公
民
館

-
4
月
M
日
(
金
)
岡
崎

・

金
目

・
旭
北
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

却
分

i
u時

交
差
点
で
の
出
会
い
頭
の
事
故

で
、
そ
の
原
悶
の
ほ
と
ん
ど
が

交
通
ル
ー
ル
の
無
視
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

自
転
車
や
二
輪
車
を
利
用
さ

れ
る
方
は
、
信
号
を
必
ず
守
り
、

交
差
点
で
は
必
ず
徐
行
ま
た
は

一
時
停
止
を
し
、
安
全
を
確
か

め
る
な
ど
、

交
通
ル
1
ル
を
雌

格
に
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い。

交
通
安
全
教
室
開
く

市
で
は
、
自
治
会
、
老
人
会
、

子
供
会
な
ど
を
対
象
に
、
交
通

安
全
教
室
を
聞
い
て
い
る
。

内
容
は
、
子
供
向
貯
に
「
迫

課
税
台
帳
の
縦
覧
で
す

す加入目別掛金

}{I'"'-:治|
市い 、つ

望もと善都市画責とす対地こ課月
加入H 予イ-Xoχ~-% %-)3'0 民合オつ 掛て れさる の。額なる てし、家の台平帳台見=日生金く
大人 500円 375円 250円 125円

活係 先せ る
方 を 平成 民、 Iは阪 が月も

老 人・身障者

線内ー 士域づ也

。〉
は 槙 舗産置 、ご)

-精薄者
300円 225円 150円 75円 め七み覧か

カ日
鑑印 登、税度年の なさにな定闇ら

小人 200門 150円 100円 50円 入申四く を録の な ん れ

し基回どのる資
希た礎定にゴニ。産四

四りマ込マ
)課問件持

お
持
ち
に
な
り
、
資
産
税
課
へ
。

マ
期
間

4
月

3
日
(
月
)

i
M日
(
月
)
の
月
1
金
脳
日

・
時

間

午

前

8
時
初
分
1
午

後
5
時

マ
ご
覧
に
な
れ
る
方
①
資
産

所
有
者
②
所
有
者
の
同
居
の

親
族
、
納
税
管
理
人
、
法
定
代

理
人
③
所
有
者
の
委
任
状
か

同
意
古
を
お
持
ち
の
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

湘
南
ひ
ら
つ
か
総
合
案
内
所

は
、
昭
和
六
十
三
年
に
駅
前
慾

円
セ
ン
タ
ー
と
駅
前
交
換
が
M

N
ピ
ル
に
移
転
し
た
と
き
に
、

そ
の
跡
地
を
利
用
し
て
開
設
さ

れ
た
。昨

年
十
月
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す

く
す
る
た
め
、
ラ
ス
カ
の
新
装

路
の
歩
き
方

・
横
断
の
仕
方
」

「
自
転
市
の
ル
ー
ル
と
乗
り

方
」
、
大
人
向
け
に
「
家
庭
で
の

交
通
安
全
と
し
つ
け
」「
通
学

時
の
旗
振
り
指
導
」
、
お
年
寄

り
向
貯
に
「
交
通
安
全
と
長
生

き
の
秘
け
つ
」
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
く
学

べ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

教
室
は
、
土

・
日
附
日
と
祭

日
を
除
い
て
行
う
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

※
申
し
込
み
先
交
通
安
全
課

(
内
線
六
四

O
)

償
却
資
産
係

(
内
線
ニ
九

納
期
の
変
更

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
で

は
、
納
税
者
の
税
負
担
を
急
激

に
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置

が
取
ら
れ
た
。
平
成
七
年
度
の

税
制
改
正
で
は
、
現
行
の
各
都

措
置
に
加
え
て
、
新
た
な
臨
時

的
特
例
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。な

お
、
納
税
通
知
曹
の
発
送

は
五
月
九
日
、
第
一
期
納
期
限

は
五
月
三
十
一
日
に
な
る
。

お気軽に利婦を

i・・3月納期の市税・手 数料 ・1...

l+対 象税 等 チ

-国民健康保険税 (第10)0])ー

・同氏年金保険料 (第12JV])= 
・消抑し尿従埼;手数料 (m1~JtI]) i 
.山間し尿ごみ定額千数料(第 4WI) ; 
・公共下水道使用料 (第 4JtlJ)ム

I+納期の最終日 3月31日(金)
牢平成 6年度の由主終納WJですー

監
査
の
結
果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
香
円
以
の
小
富
山
山

司
氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
崎

治
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

{監
査
公
表
第
初
号
}
マ
対
象

小
学
校
叩
校
、
中
学
校
5
校、

幼
稚
園
2
図
、
公
民
館
8
館

マ
結
果
①
予
却
の
執
行
、
収

入
、
支
出
事
務
細
部
に
お
い

て
軽
易
な
指
導
事
項
は
あ
っ
た

が
、
総
体
的
に
は
法
令
等
に
準

拠
し
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
②
物
品
(
備
品
)
の
出
納
・

ラ
ス
力
に
総
合
案
内
所

オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
場
所
を

移
転
し
た
。
新
し
い
場
所
は
、

改
札
口
へ
受
る
北
口
階
段
(
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
)
の
二
階
踊
り

.
十

場
か
ら
東
側
(
ラ
ス
カ
)
へ
入

っ
て
す
ぐ
右
側
。

開
設
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
で
、
休
み
は
ラ

名産品の紹介やパス乗り場

の案内なども行っている

保
管
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
た
③
施
設

の
維
持
作
現
お
お
む
ね
良
好

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た

{監
査
公
表
第
1
号
}
マ
対
象

平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

け
る
補
助
金
に
か
か
る
出
納
そ

の
他
の
事
務
の
執
行

マ
結
梨
補
助
目
的
は
達
成
さ

れ
、
事
務
処
理
は
お
お
む
ね
良

好
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た

[監
査
公
表
第
2
号
}
マ
対
象

平
塚
市
交
通
安
全
協
会
ほ
か
口

団
体
に
お
け
る
補
助
金
に
か
か

る
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行

マ
結
果

補
助
目
的
は
達
成
さ

れ
、
事
務
処
理
は
お
お
む
ね
良

好
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た

{監
査
公
表
第
3
号
}
マ
対
象

健
康
福
祉
部
に
お
け
る
平
成
6

年
度
の
予
算
の
執
行
等
財
務
お

よ
び
事
務
事
業

マ
結
果
細
部
に
お
い
て
軽
易

な
指
導
事
項
は
あ
っ
た
が
、
総

体
的
に
は
法
令
等
に
準
拠
し
、

お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た

ス
カ
の
休
館
日
と
年
来
年
始
と

な
っ
て
い
る
。

主
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、

市
内
の
施
設
や
名
所

・
旧
跡
へ

の
行
き
方
の
案
内
、
催
し
物
情

報
の
提
供
、
施
設
の
紹
介
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
報

紙
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
駐

車
場

・
駐
輪
場
案
内
な
ど
も
置

い
て
あ
る
。
昨
年
度
一
年
間
で

一
万
四
千
人
以
上
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
た
。

「
平
塚
八
景
へ
の
行
き
方
を

知
り
た
い
」
、
「
観
光
行
事
の
紹

介
を
し
て
ほ
し
い
」
と
き
な
ど

に
は
、
お
気
軽
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
屯
話
お
|
二
七
五
三

市
民
相
談
室

(市
役
所

)
n
i
-
-
一一

・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
股
・
{付
政
相
較

3
月
犯
貝
火
)
、
4
月
4
日
(
各

日
時
5
日
時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
i
M時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
談

4
月
M
日
(
金
)
日
時
3
M時

。
住
宅
相
談

3
月
初
日
(月
)
、
日
時
《
・
2

日
時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

4
月
3
日
(
月
)
叩
時
1
日
時

。
下
情
取
引
相
談

3
月
日
日
(
木
)
、

4
月
初
日
(
木
)
日
時
叩

分

i
M時

。
定
例
年
金
相
桜

4
月
日
日
(
木
)
同
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜
日
9
時
1
M時

。
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
3
金
昭
日
9
時
i
M
時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l
七
三

二

O
青
少
年
相
踏

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M時

。
悩
み
ご
と
は

，ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
5
金
附
日
9
時
S
M時
初
分
(
土
暇

日
は
日
時
1
M
時
卸
会

も
し
も
し
健
康
相
談

(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
MA
l
--
一一一一

毎
週
月
・
木
曜
日
刊
時
S
M時

議'16 福
祉
会
館

お
1

二
三
三
三

。
専
門
(法
律、
金
融
、
住
宅
、医
療
)相
談

4
月
日
目
(
木
)

日
時
却
分
3
日
時
初
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
桜
毎
週
月
3
金
咽
日
8
時
却
分
，
、
，
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日
刊
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎
週
月
5
金
晦
日
9
時

t
M時

。
家
庭
児
童
相
鮫
毎
週
月
1
金
昭
日
9
時
5
M時

。
婦
人
相
談

4
月
日
臼
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
級
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
初
分
1
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
普
小
学
校
北
側
)

お
ー
六

O
二
一

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
3
口
時
(
電
話
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
5
土
曜
日
9
時
3
口
時
)



第 547号広報ひらつか平成ア年3月 15日

火
の
元
や
放
火
に
注
意
を

(3) 

今
年
に
入
り
市
内
で
の
火
災

が
激
増
し
、
す
で
に
三
十
五
件

三
月
末
現
在
)
も
の
火
災
が

発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
昨
年

同
時
期
に
比
べ
十
四
件
も
の
増

加
と
な
る
異
常
事
態
で
あ
る
。

出
火
原
因
は
、
放
火
(
挺
い

を
含
む
)
、
た
き
火
や
た
ば
こ
、

コ
ン
ロ
の
火
の
不
始
末
に
よ
る

も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

義
援
金
二
千
万

円
寄
せ
ら
れ
る

阪
神
大
震
災
の
被
災
者
を
救

按
し
よ
う
と
市
内
で
鎮
め
ら
れ

(木
)
1
4
月
8
日
(
土
)

・
県
議
会
議
員
選
挙

3
月
目

白
(
金
)
5
4
月
8
日
(
土
)

.
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

4
月
刊
日
(
日
)

1
4
月
幻
日

(
土
)

※
投
票
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
8
時
却
分

i
午
後
5
時

{
指
定
病
院
等
に
お
け
る
投
票
}

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
等
に
入
っ
て
い
る
方

の
中
で
、
歩
く
こ
と
が
著
し
く

困
難
な
方
は
そ
の
病
院
等
で
投

票
で
き
る
。
病
院
長
等
に
お
申

し
出
を
。

{
郵
便
に
よ
る
投
票
】

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
の
中
で
、
あ
ら
か
じ
め

選
挙
管
理
委
日
会
か
ら
郵
便
投

京
証
明
智
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
郵
送
に
よ
る
投
裂
が

で
き
る
。
郵
便
投
票
証
明
智
を

添
え
て
投
票
用
紙
の
諮
求
を
。

マ
時
求
期
限

・
県
協
会
議
員

・
県
知
事
選
挙

4
月
5
日
(
水
)
ま
で

・
市
議
会
議
員

・
市
長
選
挙

4
月
四
日
(
水
)
ま
で

-3月
日
日
以
降
に
転
居
の
方

市
内
か
ら
市
内
へ
転
居
さ
れ

た
有
権
者
の
登
録
移
し
替
え
は

三
月
十
一
日
か
ら
中
止
し
て
い

る
た
め
、
そ
れ
以
降
に
転
居
届

を
出
さ
れ
た
方
は
、
転
居
す
る

前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
る
。

-
転
入
し
た
が
平
塚
市
の
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

神
恭
川
県
内
の
他
市
町
村
か

ら
市
へ
転
入
さ
れ
た
場
合
、
県

議
会
諮
問
以
・
県
知
事
選
挙
に
つ

い
て
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、

平
塚
市
役
所
市
民
課
で
発
行
す

る
「
引
き
続
き
証
明
科
」
を
提

示
し
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
る
。

A
V
選
挙
公
報
の
配
布

選
挙
公

報
は
、
投
京
日
の
ニ
目
前
ま
で

に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
す

る
。
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

等
の
理
由
で
選
挙
公
報
が
届
か

な
い
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。
な
お
、

選
挙
公
報
は
各
公
民
館
等
に
も

備
え
ら
れ
る
の
で
ご
利
用
を

0

・
開
票
速
報

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
開
票

速
報
を
行
う
。
詳
し
く
は
、
四

春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

毎
年
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
緑
化

祭
り
。
今
年
も
総
合
公
園
で
、

四
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
固
ま

で
開
催
さ
れ
る
が
、
期
間
中
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
フ
ラ

ワ
ー
パ
レ
ー
ド
と
園
芸
緑
化
教

室
の
参
加
者
を
募
集
す
る
。
対

象
は
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方
。

申
し
込
み
は
、
三
月
三
十
一

日
(
金
)
ま
で
に
み
ど
り
公
園

諜
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
内
二

五
)
へ
。

-
フ
ラ
ワ
ー
パ
レ
ー
ド

花
と
緑
、
環
境
保
全
を
テ
ー

マ
に
、
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
の

西
村
知
美
さ
ん
を
先
頭
に
パ
レ

ー
ド
を
行
う

マ
日
時

4
月
泊
日
(
祝
)
午

後
1
時
日
分
1
2時

マ
コ
l
ス
総
合
公
園
内
回
路

マ
募
集
内
容
音
楽
隊
、
バ
ト

ン
、
仮
装
な
ど

・
園
芸
緑
化
教
室

N
H
K
テ
レ
ビ
「
趣
味
の
園

芸
」
な
ど
で
活
路
さ
れ
て
い
る

井
田
洋
介
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
「
寄
せ
植
え
を
楽
し
む
」
を

一ア

l
マ
に
行
う
。
参
加
者
に
は

教
材
と
し
て
使
う
草
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る

マ
日
時

4
月
初
日
(
金
)
午

後
1
時
日
分

5
2時
必
分

マ
会
場
総
合
公
園
野
外
ス
テ

ー
ジ

マ
定
員

百
人
(
先
泊
順
)

月

一
日
に
新
聞
折
り
込
み
で
お

配
り
す
る

「テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

利
用
の
手
引
き
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

-
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理

受
品
会
事
務
局
(
内
線
四
九
四
)

老
人
医
療
費
の

負
担
金
が
変
更

老
人
保
健
法
の
改
定
に
よ
り

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
医
療

機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
医

療
費
の

一
部
負
担
金
が
変
更
さ

れ
る
。
ま
た
、
市
が
単
独
で
行

っ
て
い
る
六
十
八
歳
と
六
十
九

歳
の
方
を
対
象
と
し
た
老
人
医

療
費
助
成
の

一
部
負
担
金
も
、

同
様
に
変
更
さ
れ
る
。

マ
外
来
1
か
月
の
限
度
額
千

円
が
千
十
円
に
改
正

な
お
、
入
院
一
部
負
担
金

二
日
七
百
円
)
は
、
そ
の
ま

ま
据
え
置
か
れ
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

課
老
人
医
療
係
(
内
線
六
六
三
)

四
月
に
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を

四
月

一
日
か
ら
狂
犬
病
予
防

法
が
改
正
さ
れ
、
受
録
が

「毎

年

一
回
」
か
ら
「
犬
の
生
涯
に

一
回
」
に
変
更
さ
れ
る
。

な
お
、
生
後
九
十

一
日
以
上

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
一
新

四
月

一
口
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ

帽
平
塚
情
報
」
や
「
湘
南
ひ
ら
つ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
内
容
が

一
新
か
の
歌
」
な
ど
が
追
加
さ
れ
、

さ

れ

る

。

よ

り

充

実

し

た

内

容

と

な

る

。

電
話
を
か
け
、
説
明
に
従
っ
利
用
方
法
を
説
明
し
た
新
し

て
様
作
す
る
だ
け
で
手
軽
に
約
い
コ
I
ド
表
は
、
四
月
一
日
に

報
が
取
り
出
せ
る
テ
レ
ホ
ン
ガ
新
聞
折
り
込
み
で
お
配
り
す

イ
ド
は
、
平
成
五
年
一
月
に
ス
る
。
ぜ
ひ
、
屯
話
の
近
く
に
備

タ
l
ト
し
た
。
今
回
の
内
容
入
え
付
け
て
利
用
し
て
い
た
だ
き

れ
替
え
に
よ
り

「ベ
ル
マ
l
レ

た

い

。
(
担
当
広
報
広
聴
課
)

の
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
は
、
今
年
も
四
月
に
各

地
区
の
公
民
館
や
公
園
な
ど
で

行
わ
れ
る
。
日
時
、
会
場
な
ど

に
つ
い
て
は
広
報
ひ
ら
つ
か
四

月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
す
る
。

個
人
通
知
は
し
な
い
の
で
、

実
施
臼
と
時
聞
を
確
認
し
て
ご

来
場
を
。
料
金
は
六
千
百
五
十

円

(予
定
)
。

※
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

管
理
課
(
内
線
二
四
O
)

き
さ
ら
ぎ
音
楽
祭

例
年
二
月
に
行
わ
れ
て
い
た

脅
少
年
会
館
を
利
用
す
る
音
楽

サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「き
さ
ら
ぎ

音
楽
祭
」
が
、
今
年
は
三
月
十

九
日
(
臼
)
に
開
か
れ
る
。

出
演
は
、
混
声
合
唱
団
平
塚

コ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
、
湘
南
シ
l

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
小

さ
な
合
唱
パ
ー
ル
グ
ル
ー

プ
、
平
塚
童
謡
の
会
、
シ
リ
ン

ク
ス

・
フ
ル
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
さ
く
ら
ん
ぼ
ジ
ュ
ニ

ア
の
み
な
さ
ん
。
な
お
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
少
年
奏
者
の
片
倉
広
義

君
も
特
別
出
演
す
る
。

会
場
は
青
少
年
会
館
、
開
演

は
午
後
二
時
、
入
場
は
自
由
。

ぜ
ひ
と
参
加
を
。

※
問
い
合
わ
せ
先
官
少
年
会

館
(
電
話
認
|
七
O
ニ
九
)

労
働
相
談
開
く

四
月
か
ら
毎
月
一
回
、
第
二

火
曜
日
に
労
働
相
談
を
受
甘
付

け
る
。

日
ご
ろ
の
仕
事
に
対
す
る
悩

み
、
問
題
な
ど
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
を
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
も
守
ら
れ
る
。

マ
日
時

4
月
日
日
(
火
)
午

後
1
時
1

4
時
却
分

マ
場
所
勤
労
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
勤
労
会
館

(
氾
話
ロ

l
三
三
五
五
)

年 4月 1日までに生まれた男性で、中
学校以上を卒業レた人
・業務 内 容 勤労会館の管理業務。口
金は175，700円
・勤務時間 月~金(午後4時55分- 9
時40分)、土(午前 8時30分からと午後
3時からの交替制)

・ 申し込み 3月23口(木)までに市販
の服底曹に記入して職員課に持参する

. スポーツ振興 財 団業務 一・… 2人
・資格 昭和11年 4月 2日から昭和16
年 4月 1日までに生まれた男性
・業務 内 容 見附台体育館管理業務

・勤務時間 午 前8時30分~午後5時。
週 4日勤務する

・ 申し込 み 3月22日制までに申込

舎(教育総務課にある)に記入して、教育
総務開(笠原分庁舎)へ本人が持参する

国勢調査員の募集…調査員1700人

-
投
票
日

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
。

マ
4
月
9
日

(日
)
県
議
会
議

マ

変
更
さ
れ
る
投
票
所

員

・
県
知
事
選
挙

・
第
1
投
票
区
な
で
し
こ
公

マ
4
月
お
日

(日
)
市
議
会
議

民

館

(

旧

花

水
台
母
子
寮
)

員

・
市

長

選

挙

・

第
幻
投
票
区
大
神
公
民
館

※
投
票
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
(
旧
大
神
集
会
所
)

前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

・
第
位
投
票
区
相
模
小
学
校

・
投
票
所

郵
便
は
が
き
で
お
(
旧
神
田
小
学
校
)

送
り
す
る
「
投
票
の
お
知
ら
せ

A'不
在
者
投
票

(
整
理
券
こ
で
お
確
か
め
を
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
投
票
】

整
理
券
は
県
議
会
議
員

・
県
投
票
日
当
日
、
仕
事
等
の
理

知
事
選
挙
が
茶
色
、
市
議
会
協
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方

員

・
市
長
選
挙
が
青
色
で
、
は
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委

が
き
の
表
に
赤
字
で
「
選
挙
」
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

と
表
示
し
て
あ
る
。
な
お
、
一
る
。
整
理
券
が
扇
い
て
い
る
場

枚
の
は
が
き
で
ニ
人
分
ま
で
お
合
は
そ
の
整
理
券
と
印
鑑
を
お

送
り
す
る
の
で
、
各
自
切
り
離
持
ち
に
な
り
、
選
挙
管
理
委
員

し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
会
不
在
者
投
票
所
(
市
役
所
新

き

た

い

。

館

1
階
西
側
)

へ
お
早
め
に
お

ま
た
、
今
回
の
選
挙
か
ら
次
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

の
投
箆
所
が
変
更
と
な
る
。
整
マ
期
間

理
券
を
お
確
か
め
の
う
え
、
お

・
県
知
事
選
挙

3
月
お
日

，、《
zr山
岳
翼
歯
司
V

空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強
い
た
接
援
金
が
、

二
千
百
四
十
七

」
官
F
，占
F
晶
引
山
町
岨
園
周
凶
聞
幅
E

d
，
・

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
万
円
余
り
に
達
し
た
(
ニ
月
二

，↓，
3
4
4
a
a
a
a山
.

4

ー

司

司

J

4

4

4

i

，

迎
え
て
い
る
。
家
の
周
り
に
は
十
日
現
在
)
。

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
こ
れ
は
、
一
月
十
九
日
か
ら

う
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
市
内
の
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ

に
、
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
た
募
金
箱
へ
の
募
金
や
街
頭
募

を
火
災
か
ら
守
る
よ
う
「
火
の
金
、
学
校

・
会
社
な
ど
の
団
体

用
心
」
を
心
掛
け
よ
う
。
や
個
人
か
ら
の
募
金
を
合
計
し

た
も
の
。
と
の
浄
財
は
、
兵
庫

県
東
京
事
務
所
を
通
し
て
被
災

地
へ
送
ら
れ
る
。

な
お
、
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

に
は
引
き
続
き
募
金
箱
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

・
総
務
課
(
内
線
三
四
七
)

趨冨3具coaefJ
. 歯 科 衛生士，..・H ・-….....・H ・.1人

・資格 昭和15年 4月 2日から昭和35
年 4月 1日までに生まれた人で、歯科
術生土の資格を有する人
-業 務内容 学校や高齢者を訪問し歯
科術生指導をする。賃金は144.100円
・勤務時 間 午前 9時~午後 4時30分

・ 訪問看護婦・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・ 1人

・資格 昭和15年 4月 2日から昭和35
年 4月 1日までに生まれた人で、保健
婦または看護婦の資格を有する人
・業務内容 訪問指導と健康相談の業
務。賃金は162.500円。
-勤務時間 午前 9時~午後 5時
勤 労会館管理業務・・・・……..1人

・資格 昭和11年 4月 2白から昭和16

国勢 調査は10月 1日を鉱準日として、 5年

に一度実施している。大正 9年から始めて16

回目。
市では、国勢調査を円滑に進めるため、制

査員を募集している。ぜひ、ご応募をノ

.調査員の主な仕事
-地区別に行う調査員事務説明会に出席
-受け持ち調査区の巡回、地図と名簿の作成

.調査区内の全世帯に調査認を配布する

-各世帯から調査察を回収し、検査と監理を

す る

4・蹄査期間 9月上旬-10月中旬
・調査地 区 市で指定した地区(40-70世帯)
.報酬 おおむね50世裕 で40.000円程度

・r.t~事方法 4月28日(金)までに総務課統計
調査担当(内線348)へ、 T包括かお越しを。



(4) 

ベ
ル
マ

1
レ
平
塚
の
ホ
1
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ
る
平
塚
競
技

場
を
始
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
、
ふ
れ
あ
い
動
物
闘
、
日

本
庭
園
な
ど
が
、
約
三
十
万
平

方
灯
と
い
う
広
大
な
敷
地
に
点

在
す
る
総
合
公
園
。
気
軽
に
楽

し
め
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
元
気
に
走
り
阿
る
子
供
た

ち
ゃ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
汗
を
流
す

人
た
ち
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

と
の
総
合
公
園
は
、
計
阿
段

階
か
ら
防
災
設
備
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
公
園
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
、
昭
和
五
十
五
年
に
は

る
つ

平成ア年3月 15日

二
十
五
年
間
保
存
で
き
る
宇
宙
食
を
附
帯
す
る
平
塚
球
場
。
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
る
と
自
動

的
に
飲
料
水
を
結
え
る
耐
震
貯
水
附
。
外
か
ら
の
火
が
公
開
内
に
移
ら
な
い
よ
う
遮
る
樹
林
仰

と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
。
計
画
段
階
か
ら
防
災
公
副
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
総
合
公
闘
は
、

阪
神
大
震
災
の
後
、
兵
庫
県
の
職
員
が
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
に
わ
か
に
注
同
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
特
段
気
付
か
れ
る
こ
と
の
な
い
総
合
公
園
の
防
災
機
能
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

広報ひらつか

一場
・ふぼ

第 54ア号

砂防火樹林帯

燃え にく い常 緑

広葉樹 を組 み合

わ せている

V スプリンクラー

水幕で 熱 を 防 ぐ

防
災
公
凶
と
し
て
固
に
採
択
さ

れ
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
の
後
に
は
、
被

災
地
兵
庫
県
な
ど
か
ら
の
視
擦

が
相
次
い
で
い
る
。

な
植
樹
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ス
ダ
ジ
イ
、
サ
ン
ゴ
ジ

ュ
、
シ
ラ
カ
シ
な
ど
繋
が
厚
く

て
水
を
多
く
含
み
、
し
か
も
誕

が
常
生
す
る
な
ど
防
火

・
耐
火

の
特
徴
を
持
つ
低
木
・
中
木

・

高
木
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
植
え
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
火
災
に
よ
り
発
生
し

た
熱
を
水
幕
で
防
ぐ
た
め
、
高

さ
八
討
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が

公
圏
外
周
の
樹
林
帯
の
中
に
五

十
肘
間
隔
で
二
十
一
基
設
置
さ

れ
て
い
る
。
ま
か
れ
る
水
は
、

防
火
用
の
耐
震
貯
水
槽
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。

延
焼
を
防
ぐ

防
火
樹
林
帝

総
合
公
闘
の
外
周
に
植
え
ら

れ
て
い
る
樹
木
は
、
冬
で
も
緑

の
葉
を
茂
ら
せ
て
い
る
の
に
お

気
付
き
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
外
部
か
ら
の
延
焼
を

防
ぐ
た
め
、
燃
え
に
く
い
常
緑

の
広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
多
層

-
Z
 

惨備蓄倉庫

兵庫県からも

視察に勧 れた

耐
震
貯
水
僧

で
水
を
確
保

普
段
は
水
道
水
が
流
れ
て
い

る
が
、
震
度
五
以
上
の
括
れ
を

感
じ
る
と
自
動
的
に
流
れ
を
止

め
水
を
蒋
え
る
耐
位
貯
水
槽
が

総
合
公
園
内
に
二
基
(
市
設
置

の
も
の
)
あ
る
。
一
基
の
貯
水

訟
は
百
ト
ンで、

一
人

一
日
三
れ

と
し
て
三
万
三
千
人
分
の
直
接

飲
料
水
と
な
る
。

な
お
、

市
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
同
様
の
耐
震
貯
水
柑
は
、

市
役
所
、
市
民
病
院
、
見
附
台

公
園
、
須
賀
公
園
、
桃
浜
公
園
、

大
野
小
学
校
、
高
村
公
園
、
神

田
中
学
校
な
ど
総
合
公
園
を
合

わ
せ
全
部
で
十
か
所
あ
る
。

ま
た
、
総
合
公
闘
内
に
は
県

が
設
置
し
た
同
様
の
流
水
貯
水

槽
が
も
う
一
基
あ
る
ほ
か
、
耐

震
性
の
貯
水
槽
と
し
て
、
滅
菌

す
れ
ば
飲
む
こ
と
が
で
き
る
貯

留
式
の
貯
水
槽
が
三
基
、
防
火

用
水
の
貯
水
槽
が
三
基
あ
る
。

さ
ら
に
、
耐
震
性
で
は
な
い

が
、
球
場
や
競
技
場
の
受
水

刷、

プ
ー
ル
、
池
や
噴
水
な
ど

合
わ
せ
て
五
千
七
百
五
十
ト
ン
余

り
の
水
も
非
常
の
際
の
利
用
が

備
蓄
の
拠
点

平
壕
球
場
や
平
塚
競
技
場
の

ス
タ
ン
ド
下
に
は
、
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
各
地
域
の
拠
点

基
地
や
避
難
場
所
な
ど
に
分
配

さ
れ
る
物
品
が
備
帯
さ
れ
て
い

る
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

マ
二
十
五
年
間
保
存
可
能
な
字

宙
食
(
シ
チ
ュ
ー
や
ク
ラ
ッ
カ

ー
な
ど
)
七
万
食
余
り
、
カ
ン

パ
ン
約
四
千
五
百
食
、
毛
布

(
真
空
パ
ッ
ク
を
含
む
)
一
万

枚
余
り
、
簡
易
ト
イ
レ
百
三
十

基
、
ト
イ
レ
用
ゼ
リ
I
十
七
万

二
千
個
余
り
、
紙
お
む
つ
五
千

枚
な
ど
(
ム
口
計
五
十
八
種
類
)

な
お
、
消
防
署
旭
出
蝦
所
に

は
宇
宙
食
が
、
ま
た
各
地
域
拠

点
基
地
の
倉
庫
に
は
土
の
う
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具
類
、

皿

や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
食
器
類
、

毛
布
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
備
蓄
に

つ
い
て
は
今
回
の
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
て
、
分
散
化
を
含
め

再
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
施
設

平
塚
球
場
の
医
務
室
は
臨
時

救
護
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
塚
競
技
場
や
総
合
体

育
館
に
も
医
務
室
が
あ
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
利
用

が
考
え
ら
れ
る
の
は
、
多
目
的

広
場
や
平
塚
競
技
場
。
さ
ら
に

平
塚
競
技
場
の
四
百
十
基
を
始

め
園
内
に
数
多
く
あ
る
ト
イ
レ

や
、
宿
泊
研
修
所
な
ど
の
施
設

も
非
常
時
の
利
用
が
考
え
ら
れ

る。
平
原
球
場
、
平
塚
競
技
場
、

総
合
体
育
館
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
電
源
装

但
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

防
災
対
策
に

「
万
全
」

は
な

い
。
市
で
は
今
回
の
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
防
災
対
策
の
新

年
度
予
算
を
約
五

O
軒
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
各
種
対
策
の
再
検
討

を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
は
市
民
の

み
な
さ
ん
の
臼
ご
ろ
か
ら
の
備

え
や
心
構
え
に
加
え
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
冷
静
な
行
動
が
欠

か
せ
な
い
。

と
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
も
う

一

度
ご
家
庭
で
防
災
対
策
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た

<
摂

し
歩
伊

か
を
品

む
手
時

し
土
停

か
川
智

む
玉

玉
川
の
よ
流
七
沢
で
生
ま

れ
育
ち
、
ど
ん
ぷ
ら
っ
こ
、

ど
ん
ぶ
ら
つ
こ
と
流
れ
に
沿

っ
て
た
ど
り
着
い
た
所
が
玉

川
の
下
流
、
渋
田
川
と
の
合

流
地
点
の
南
原
。

こ
の
地
に
嫁
い
だ
民
話
の

大
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
裂

を
流
れ
る
玉
川
の
土
手
沿
い

を
日
士
山
や
大
山
を
眺
め
な

が
ら
歩
く
と
き
、
子
供
の
ζ

ろ
父
や
祖
父
か
ら
聞
か
さ
れ

た
川
の
話
を
思
い
出
す
。

今
は
立
派
な
河
川
と
な
っ

た
玉
川
も
、
台
は
暴
れ
川
の

異
名
を
持
ち
、
大
雨
が
降
れ

ば
村
民
の
嘆
き
の
川
と
な
っ

た
。
川
沿
い
の
村
々
で
は
、

そ
の
た
び
に

「
上
流
の
土
手

が
切
れ
れ
ば
良
い
」
、
「
下
流

の
土
手
が
切
れ
れ
ば
良 私

の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

い
」
と
互
い
に
思
い
あ
っ
た

と
い
う
。

説
々
の
祖
先
が
水
告
の
犠

牲
と
な
り
、
幾
多
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
改
修
さ
れ
た
川

や
迫
。
旧
玉
川
の
跡
地
は
開

墾
さ
れ
民
地
と
な
り
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
l
ス
や
公
園
も

で
き
て
い
る
。
川
辺
の
野
鳥

や
虫
の
鳴
き
声
は
、
ま
る
で

「
む
か
し
、
む
か
し
:
・」
と

や
さ
し
く
私
に
語
り
か
け
て

く
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

故
郷
に
つ
な
が
る
玉
川
の

土
手
沿
い
を
歩
く
と
き
、
い

つ
か
こ
こ
に
た
く
さ
ん
の

関
駅
花
を
植
え
、
先
人
た
ち

に
感
謝
を
し
、
後
世
に
語
り

継
げ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
お

年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
が
ふ

れ
あ
え
る
よ
う
な
散
歩
道
と

な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。

〈
募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
諜

「私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

中小企業経営者研修講座Pじ包ミナー 120区画
4月~平成 9年 3月
年間8000円
3 月 30 日(沖~)
40m2程度

を事
-利用期間
.入国料金

・募集期限
.区画面積

@利用
輝<太暢の下で自ら主をいじり汗を流

して作る野菜l志、形は少し悪くてもあ主主

た iこ喜びと健康をもたらしてくれる。

希望される方l忠一番近 い農園をiきん

で、申込包〈支所!こある〉を農協支所へ。

~ 田村市民農園 (神田高校南側) 40区画

・申込 先 湘南位協神田支 所 55-5111

@ 量豊田市民農園 (車検場北側) 20区画

・申込先 湘 I将位協豊田支所 31-1526

3〆岡崎市民農園 (矢崎付近) 60区画

・申込先 湘街路協岡崎支 所 58-5011

市民

市雇量産Z果〈内線540)※問い合わせ先

3月22日(水)
午後2時-3時30分

場所商工会議所3階ホール
テーマ PL(製造物責任)セミナー

7月1日施行のPL法のゆくえ

中小企業診断士

池田芳一氏
中小企業 経常者と一般 市 民

時

師

日

講

-対象

-申 し込 み 工業 労政課へ。勉話でも

よい。電話23-11日内線550



域
避
難
場
所
。

こ
の
場
所
は
、
周
り
が
火
の

海
に
な
る
よ
う
な
危
険
が
迫
っ

た
と
き
に
避
難
す
る
場
所
で
、

「
答
戒
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
た

り
、
地
震
が
発
生
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
た
だ
ち
に
避
難
す
る

場
所
で
は
な
い
。

マ
湘
南
海
岸
公
園
と
周
辺
学
校

群
、
花
水
小
と
浜
岳
中
、
平
塚

工
業
高
と
日
本
た
ば
こ
産
業
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
平
塚
商
業
高
と
平

塚
農
業
高
、
八
幡
山
公
園
と
江

陽
中
周
辺
、
八
幡
小

州晶1じγ-5P川潟一「w
度薦山酋犠白県山険を
蕊総ミぬ

川r川品川制附
N
州附悶州納川山泌‘~W…Ww京川、W
、、、川
W刊守w味一wY祢潟込
W
総
総
総
総
m伐叩

川川刷
W以N川州刊以
N
制
弘
山
胤
川
wたH

ぷ山双、潟怜熱山今…川
N
…ぷ点州
N、や品偽、可w、

愉総帆川泌州
避避
.難

Ww、ι叫帆納帆帆附
…い-仇小必違叩等寺痔喜喜
1

夢寡寡夢幕幕
、一司前前前揃巴注淀確認罵州

町
竹
町
n
W、しトい'山川引1
叶川f
H
い1!λ.Hいい
w
w
w
p
d
w
n
u
・
お
け
い
、
.
対
決
Y
品
川
、
・
日
小
川
市
、
wuwや
や

災
害
の
際
に
避
難
す
る
場
合

避
難
施
設
の
一
覧

は
、
状
況
を
的
確
に
判
断
し
、

冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
太
洋
中
、
高
浜
高
、
競
輪
場
、

で

あ

る

。

港

小

、

花

水

小

、

浜

岳

中

、

な

大

災

害

が

発

生

し

た

場

合

で

し

こ

小

、

平

塚

工

柴

高

、

臼

災

担

時

に

協

力

し

て

い

た

だ

は
、
ま
ず
近
く
の
公
園
・
広
場
・

本

た

ば

こ

産

業

体

育

館

、

大

磯

け

る

よ

う

、
市
内
の
会
社
や
団

空

き

地

な

ど

に

一

時

的

に

避

難

高

(

唐

ケ

原

)

、

富

士

見

小

、

春

体

な

ど

と
協
定
し
て
い
る
。

し
、
そ
の
後
、
家
が
壊
れ
る
な
日
野
中
、
平

塚

西

工

業

技

術

災

害

対
策
は
、
ま
ず
情
報
の

例
え
ば
、
災
害
広
報
に
つ
い

ど
の
被
害
を
受
け
た
方
、
ま
た
高
、
平
塚
商
業
高
、
平
塚
江
南
収
集

・
伝
達
か
ら
始
ま
る
と
い

て
は
湘
南
ケ
1
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

は
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
方
は
避
向
、
平
塚
農
業
高
、
崇
普
小
、
わ
れ
て
い
る
。
そ
と
で
、
災
害
建
物
が
密
集
し
、
火
災
が
延

l
ク
や
F
M湘
南
ナ
パ
サ
、
生

、難
施
設
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
江
陽
中
、
松
原
小
、
今
宿
小
(
須
が
発
生
し
た
り
、
発
生
す
る
恐
焼

・
拡

大

す

る

恐

れ

が

あ

る

地

活

必

需

品

は

ス

ー

パ

ー

や

食

料

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
賀
)
、
八
幡
小
、
神
明
中
、
大
野

れ
が
あ
る
場
合
、
市
内
を
二
十
域
に
、
周
り
が
火
の
海
に
な
る
大
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
品
庖
な
ど
。
応
急
復
旧
活
動
は

避
難
場
所
や
避
難
ル
1
ト
に
小
、
其
土
小
、
大
野
中
、
松
が
五
の
地
域
に
分
目
各
地
域
に
拠
よ
う
な
危
険
が
迫
っ
て
も
熱
か

負
傷
者
が
出
た
場
合
、
拠
点
越
建
設
業
協
会
、
医
斑
品
は
薬
剤

つ
い
て
、
事
前
に
確
認
し
て
お
丘
小
、
中
原
小
、
大
原
高
、
大
点
基
地
が
設
置
さ
れ
る
。
ら
身
を
守
れ
る
安
全
な
場
所
と
地
や
病
院
な
ど
十
三
か
所
に
設
師
会
な
ど
。
輸
送
は
ト
ラ
ッ
ク

い
て
い

た

だ

き

た

い

。

原

小

、

中

原

中

、

南

原

小

、

神

各

拠
点
基
地
に
は
市
職
員
が
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
が

広

置

さ
れ
、
市
内
の
開
業
医
や
ボ

協
会
と
協
定
し
て
い
る
。

第 54ア号

田
小
、
神
田
中
、
相
模
小
、
神

田
向
、
横
内
小
、
横
内
中
、
城

島
小
、
大
住
中
、
盟
国
小
、
岡

崎
小
、
金
田
小
、
旭
小
、
旭
陵

中
、
松
延
小
、
山
下
小
、
勝
原

小、

山
城
中
、
金
目
小
、
金
旭

中
、
五
領
ケ
台
高
、
み
ず
ほ
小
、

東
海
大
学
、
金
目
中
、
土
屋
小
、

土
沢
中
、
宮
沢
小
、
以
上
五
十

七
施
設
。

配
備
さ
れ
、
情
報
の
収
集
伝

達
、
被
害
状
況
の
把
握
、
地
域

内
の
救
援
救
護
活
動
に
あ
た
る
。

マ
太
洋
中
、
港
小
、

花
水
小
、

な
で
し
こ
小
、
富
士
見
小
、
崇

普
小
、
松
原
小
、
八
幡
小
、
大

野
小
、
真
土
小
、
大
野
中
、
中

原
小
、
南
原
小
、
神
田
小
、
横

内
小
、
城
島
小
、
盟
国
小
、
岡

崎
小
、

金
田
小
、
旭
小
、

山
下

小
、
金
目
小
、
み
ず
ほ
小
、
土

屋
小、

吉
沢
小

拠
点
墓
地
と
は

広
域
避
難
場
所

臨
時
毅
護
所
は

広報ひらつか

毎
日
の
通
勤

・
通
学
の
足
と
し
て
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
自
転
車
。
身
近

な
乗
り
物
だ
か
ら
こ
そ
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

は
ぜ
ひ
守
り
た
い
も
の
で
す
。
毎
朝
、
駅

前
に
は
た
く
さ
ん
の
自
転
車
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
当
然
、
問
題
と
な
る
の
は
そ
の

置
き
場
所
。
だ
れ
で
も
駅
の
近
く
に
官
き

た
い
も
の
。
で
も
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の

自
転
車
で
道
が
ふ
さ
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
回
は
そ
の
実
態
レ
ポ
ー
ト
で
す。

」‘

平成ア年3月 15日

だ
ん
だ
ん
増
え
て

(5) 

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
々
が
救
護
に
あ
た
る
。

マ
杏
宮
川
基
病
院
、
な
で
し
こ

小
、
松
原
小
、
済
生
会
病
院
、

市
民
病
院
、
八
幡
小
、
大
野
小
、

神
田
小
、
平
塚
球
場
、
豊
田
小
、

共
済
病
院
、
旭
小
、
金
田
小

協
定
を
結
ぶ

午
前
8
時
却
分
、
自
転
車
整
理
員
さ
ん

の
仕
事
が
始
ま
り
ま
す
。
何
重
に
も
な
っ

た
自
転
車
を
き
れ
い
に
並
べ
か
え
て
い
き

ま
す
。
す
る
と
道
は
よ
う
や
く
人
も
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
に
。

会市民アートギャラリー

【'95造形給副作品展】

・期!tI] 3月 16日 (木) ~2lf l (制)

【節 10l!o'I陶芸サロン展】

-期間 3月22日(水) ~2811 (火)

【焼かない陶主主創造の世界にパンアー

トの花を見る】

・期間 3月22日(水) ~28 1 1 (火)

【第 5邑lひらつか芸術展】

-期mJ 4月 1日{土) ~ 9 n 
【湘 l将市民美術会展】

-期間 4月 12n (水) ~18 Fi (火)

・市民アートギャラリーの利用受付

絵困、彫盟、工芸、件、写真など、

市 民 の み な さ ん の 美 術 の 発 表 の 湯 と な

る市民アートギャラリーの平成 7年度

後期分 00月~3 月)の利用申し込み

を受け付ける。なお、利用11が虫なっ

た場合は抽選。

・利用条件 1 11単位で、対日 6FIIBI 

-利用料金笠10000円、 A:fu:6000円、
満 18歳以上の平塚市民(大学生、高 :B~4000円(市外の方は 5 割増し)

:校生及び営利を目的とする方を 除く) : ・休館日 月暇円、年来年始(12月28

・で、平塚市の図書館に登録しで あ り 、 ; 日~ 1月 4円}、 1月 16日(火)

:特定のテーマの研究をされる方 は東海 j ・受付 4月 1日(土) ~9 臼

;大学附属国自館が利用できる。詳しく :0美術館

は吋I央館 3階参考室に問い合わせを。 :〒254西八I術 1- 1 - 3 屯話35 2111 

・・・・・.・・4・・・・.・・・・4・・・・.・・・4・・4・・4・・・・・.

平成 7年度の博物館事業の会員を募

集 する。往復はがきに事業名、住所、

氏名、年齢(学年)、電話番号、 18歳未

満の方は保護者名をご記入のうえ、 3

月末日までに申し込みを。(家族参加の

場合は、 1家族 l枚)

【平塚の空襲と戦災を記録する会】

平塚空襲50周年に向け資料の発掘や

聞き取り調査、戦災地図などを作成。
j会春の自然観察会

・活動日 毎月第 3 土IIi'i1日 13時~15時

【古文書 講読会】 ・ 容の野外で自然観劣ぎを通して身近な

市域に残る近世文科を通して歴史に .自然に親しむ。

親しむ。 ・日時 4月 16日(臼)

・活動日 毎月第 2 ・4土曜日14時 j ・場所大山 山 ろ く

~16時 : ・申し込み 4月 6日(木)までに往

【裏打 ちの 会】 :似はがきで博物館へ。(1 1a'走族 1枚)

裏打ちの技術を学びながら、博物館 ・
:会漂着物を拾う会

の資料の裏打ちをする。

-情動日 毎月第 4 水暇日 10時~15時 j ・ 日時

【漂着物を拾う会】 j時30分

平塚海岸に打ち上げられた動植物や : ・集合 花水川橋平縁側たもと

人工物を集めて調べる。 :自由、雨 天時中止)

-活動回毎月第 2土眼目 9時 30分
j会プラネタリウム「遠い星・近い星J

~ll時

【相幸美)11の生い立ちを探る会】

県内外各地の野外を観察し、その結

果を会誌「グリーンタフJにまとめる。

・活動日 毎月 1回、日曜日

【天体観察会】

流昼群、月食などの天文現象を観察
;会寄贈品コーナー

する 。中学生以上20人。

-活動日 毎月1回、原則として土昭日 :@ r天 文部門 :太陽」

・4砂・....~・・4・・・4・・・4・・・・.・.・・4・・4・・・4・・・・4砂

~柿j畢篤太郎山岳図書展

-期間 3月24円(金)まで

・場所 中火館参考室と玄関ホール

O中央図書館

干 254浅間町12-41

|美術館|

(円)

0415 電話31

-期間 3月30日(木)まで

。 「地 質部門 地震 と平塚の地盤 J
-期間] 4月 1臼(土) ~29U (祝)

O博物館

〒254浅間町12-41

Eg・・E三ヨ・・2ヨ
。 3月 19日(日) 10時、 14時、中央館

ピノキオの円険

。 3月26日(臼 ) 10時、 14時、中央館

花さかじいさん、かぐや姫、ヘレン ・

ケラ一、シートン

@ 4月 2日(日) 10時、 14時、中央館

東京消失一 関東大震災の記録 、ぼく

のじしんえにつき

。 4月 9日(日 ) 10時、 14時、

妹と私

5111 TB3舌33

合映画会

【古代遺跡を探す会】

市内を歩いて土著書や右怨を採集し、

追跡や考 古学についての知識を学ぶ。

小 学生以上の方が対象。

・7情動円毎月 1回、iIIlom

9 時30分~ll

(参加

9時

(土)4月 8日

| 博物鑓|
食平成 7年度事業会員募集

(日)

中央館

会東海大学附属図書館の利用案内
- 投1;~ 日 3 月 18 日(土) ~ 4月23日

(臼)の土・日曜日 (δ休み中は、水、

木昭日も投影)

-時間 11時と14時

・観 覧 料 100円
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